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令和２年度札幌市内部統制評価報告書審査意見 

「札幌市監査委員監査基準」に準拠し、地方自治法第１５０条第５項の規

定により、同条第４項に規定する報告書の審査を行ったので、次のとおり意

見を付する。 

令和３年８月２４日   

札幌市監査委員 藤 江 正 祥   

同       窪 田 もとむ   

同       鈴 木 健 雄   

同       國 安 政 典  

１ 審査の対象 

  「令和２年度札幌市内部統制評価報告書」 

２ 審査の着眼点 

  監査委員による令和２年度札幌市内部統制評価報告書の審査は、札幌市

長が作成した内部統制評価報告書について、札幌市長による評価が評価手

続に沿って適切に実施されたか、内部統制の不備について重大な不備に当

たるかどうかの判断が適切に行われているかといった観点から検討を行い

審査するものである。 

３ 審査の実施内容 

  令和２年度札幌市内部統制評価報告書について、札幌市長及び内部統制

評価部局から報告を受け、「札幌市監査委員監査基準」に準拠し、「地方

公共団体における内部統制制度の導入・実施ガイドライン」（平成３１年

３月総務省）の「Ⅴ 監査委員による内部統制評価報告書の審査」に基づ

き、必要に応じて関係部局に説明を求めた上で、審査を行った。また、そ

の他の監査等において得られた知見を利用した。 

４ 審査の結果 

  令和２年度札幌市内部統制評価報告書について、上記のとおり審査した

限りにおいて、評価手続及び評価結果に係る記載は相当である。 

５ 備考 

  特段記載すべき事項はない。 
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（参考）令和２年度札幌市内部統制評価報告書の項目別審査状況 

１ 評価手続に係る審査 

 全庁的な内部統制評価手続

令和２年度札幌市内部統制評価報告書（以下「評価報告書」という。）

附属資料「第１-１全庁的な内部統制に関する事項」を基に、内部統制評

価部局の評価作業が、各評価項目に対して実施されているかを内部統制

評価部局に対して質問等を行うことにより、審査した限りにおいて、評

価手続が適切であると認められた。 

 業務レベルの内部統制評価手続

評価報告書附属資料「第１-２業務レベルの内部統制の取組状況」の

「 所管業務におけるリスク1への対応」を基に、各課における評価手続

が適切に実施されているかを内部統制推進部局及び内部統制評価部局に

対して質問等を行うことにより、審査した限りにおいて、評価手続が適

切であると認められた。 

なお、審査にあたって、監査委員は「契約（物品役務・工事）の履行

が適切に行われないリスク」に着目し、下表のとおり、これに相当する

特定リスク2を設定している課を抽出して審査を行った。 

監査委員が設定するリスク 該当する各課の特定リスク（例） 

契約（物品役務・工事）の履

行が適切に行われないリスク 

・不十分な履行の見過ごし 

・仕様書に定められた提出書類の受領漏れ 

・しゅん功検査に必要な写真や書類の受領漏れ 

1 リスク 適正な行政サービスを提供する際の阻害となる事務上の要因
2 特定リスク 各課が、自らの課の業務に関するリスクを洗い出し、それぞれの重要性を評

価したうえで、組織として対応する必要性が高いリスクとして選択したリスク
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２ 評価結果に係る審査 

 全庁的な内部統制の整備状況及び運用状況の評価結果の審査 

評価報告書附属資料「第２-１全庁的な内部統制についての評価」を基

に、整備状況及び運用状況の評価結果について、市長及び内部統制評価

部局等に対して質問等を行うことにより、審査した限りにおいて、評価

結果が適切であると認められた。 

 業務レベルの内部統制の評価結果の審査 

ア 業務レベルの内部統制の整備状況の評価結果 

評価報告書附属資料「第２-２業務レベルの内部統制についての評価」

の「 評価手続」、「 評価結果」のうち「ア内部統制の整備の観点

での有効性」を基に、１- により抽出した課について、当該年度のリ

スクに対する対応及び最終的に市長が把握した内部統制の整備上の不

備について確認した。 

その上で、これら事項及びその他監査委員が定期監査等で得た知見

に基づき、市長及び内部統制評価部局等に対して質問等を行うことに

より、審査した限りにおいて、整備状況についての評価結果が適切で

あると認められた。 

イ 業務レベルの内部統制の運用状況の評価結果 

評価報告書附属資料「第２-２業務レベルの内部統制についての評価」

の「 評価結果」のうち「イ内部統制の運用の観点での有効性」につ

いて、評価報告書附属資料「第１-２業務レベルの内部統制の取組状況」

の「 事故発生状況調査の実施」に基づく報告により把握された運用

上の不備等を基に、それ以外の記録等の閲覧や市長及び内部統制評価

部局等に対して質問等を行うことにより、審査した限りにおいて、運

用状況についての評価結果が適切であると認められた。


